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では、第6次総合振興計画に掲げる寄居町が目指す姿『可能性∞（むげんだい）笑顔満タン よりいま
ち』の実現に向け、さまざまな施策･事業に取り組んでいます。この総合振興計画の推進に当たり、町民

の皆さんの満足度（生活実感）を把握し、今後のまちづくりに生かすため、昨年に引き続き「町民満足度アン
ケート」を実施します。アンケートの趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いします｡

総合政策課（ 581・2121内線462）
※回答方法、設問内容等の詳細は、本号に差し込んであるアンケート用紙でご確認ください。アンケートにご回答いただくための参考とし

て、総合振興計画の基本目標別の事業（平成30年度）の一部を掲載します｡

令和元年度　町民満足度アンケートを実施します！
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基本目標1 「夢と創造力にあふれ　未来を拓く人を育むまち」
事業名等

英語教育推進事業 ALTによる指導､英語検定費用の公費負担､英検対策
講座に加え｢より･E英語塾｣を開講

2020年の東京オリンピックへ向け､ブータン王国オ
リンピックチームとの交流や支援を実施
多子世帯の負担軽減を図るため､第1子･第2子への
交付金をそれぞれ1万円ずつ増額

国際交流推進事業

子育て支援交付金事業

第 3 子以降の給食費無料化 第 3 子以降の給食費を公費で負担（平成 28 年度～）

内　容

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
の

様
子
（
健
康
づ
く
り
推
進

事
業
）

基本目標3 「支えあいとふれあいのある　健康長寿のまち」
事業名等

災害時支援用バンダナ配布事業 障害者が災害時に周囲の人から支援や配慮が受け
られるような内容が記載されたバンダナを配布
スマイルポイント対象事業を実施し、各種イベントや
教室を開催
NPO・ボランティア団体と協働し、さまざまな社会活
動に参加するきっかけづくりのための講演会を実施

健康づくり推進事業

コミュニティ対策事業
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基本目標4 「安全で環境への配慮と利便性を備えた　コンパクトなまち」
事業名等

男衾駅周辺地区整備事業 男衾駅東西自由通路、駅前広場と駅前道路等の整
備を実施
子ども連れで出かけやすく楽しめる場所として、寄居
運動公園内に新たな遊具等を整備
前年度（平成29年度）に行った設計を基に、寄居分
署の建設工事を実施

都市公園維持管理事業

花園消防署寄居分署整備事業
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基本目標5  「悠久の歴史と爽やかな自然の中で　豊かさを感じられるまち」
事業名等

鉢形城歴史館運営事業 鉢形城に関する展示や「お月見の会」等のイベン
ト、エドヒガンザクラのライトアップの実施
森林の適正な維持管理のため、里山保全整備を実
施
町民参加による環境美化推進のための区の活動へ
助成

森林保全管理事業

わがまちは美しく推進事業
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基本目標2 「人が集まり活力に満ちた　賑わいあふれるまち」
事業名等

川の国埼玉はつらつプロジェクト 荒川沿岸の遊歩道や玉淀親水広場、雀宮公園の整備
を実施
県企業局による寄居桜沢地区（仮称）産業団地整備
の事業化を推進
町の特産品化を目指して栽培・販売・PRした「寄居と
ろとろナス」を商標登録

企業誘致推進事業

特産品開発支援事業

内　容

水道のはなし　
　～水を大切に！～

　地球にはおよそ14億k㎥の水がある
といわれています。しかし、そのほと
んどが海水であり、地下水を含め川の
水や湖、沼など、私たちが生活に利用
できる淡水は、地球上の水のわずか1%
未満です。
　水道水はその貴重な資源である淡水
を利用して作られるものです。今後も
大切にお使いいただきますようお願い
します。

水道工事・修理を依頼する前に！
道路から敷地内へ新たに給水管を埋設する
工事や、宅内の漏水修理等の工事は、町の
指定を受けた指定給水装置工事事業者以外
の工事事業者では行うことができません。
町では指定給水装置工事事業者の情報を
ホームページで公開しています。工事を依
頼する際にご確認ください。

上下水道課（ 581･2121内線267）

　町の水道は、今から約60年前の昭和33年に上水道事業の認可を受けた後、象ケ鼻浄水場の整
備を行い、昭和36年から市街地を中心とした区域で給水を開始しました｡
　その後、事業認可区域を拡張し、現在では象ケ鼻浄水場・折原浄水場・金尾浄水場・風布浄
水場の4カ所の浄水場と、県営水道の受水と配水を行う寄居配水場・男衾配水場の2カ所の配水
場から水道水を供給しています｡

水を 大切 に

　今では、当たり前のように使える水道水です
が、地震や台風等の災害により、水道管や浄水
場などの施設が被害を受けて断水を余儀なくさ
れることがあります。最近では、平成30年7月
豪雨や北海道胆振東部地震による災害が記憶に
新しいところですが、水道管の破損や、浄水施
設や配水施設が損壊するなど、大きな被害をも
たらしました｡
　町では災害に備えて、水道管の耐震化事業
や、荒川の北側と南側の地域を結ぶ連絡管を整
備して､それぞれの給水区域の水道水を融通で
きる機能強化事業を推進しています。また、断
水した場合でも、給水車や応急給水装置による
給水活動が行える準備や、5年間保存できる飲
料水を備蓄して、皆さんに水が届けられるよう
備えています｡
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